
指定外来動植物による鹿児島の生態系に係る
被害の防止に関する条例の概要

第１ 総 則
１ 目 的

指定外来動植物の取扱いを規制するとともに，県及び県民等の責務
を明らかにすることにより，指定外来動植物による鹿児島の生態系に
係る被害を防止し，生物の多様性の確保に資することを通じて，現在
及び将来の県民の健康で文化的な生活の確保に寄与する。

２ 県の責務
県は，外来動植物による生態系への影響の把握や指定外来動植物に

よる生態系に係る被害の防止に関する基本的かつ総合的な施策を策
定，実施する。

３ 県民等の責務
県民等は，県の施策へ協力するよう努めなければならない。

４ 市町村への要請及び支援
県は，市町村へ県の施策へ協力することを求める。また，市町村が

実施する指定外来動植物による生態系に係る被害の防止に関する施策
への支援に努める。

５ 指定外来動植物被害防止基本方針
知事は，指定外来動植物による生態系に係る被害を防止するため，

指定外来動植物の選定や防除などの外来種対策に関する基本的な事項
を，基本方針として定める。

６ 指定外来動植物の指定
知事は，県内に分布している在来生物を捕食したり，競合，駆逐す

るなど，生態系に係る被害を及ぼし，又は及ぼすおそれがある外来動
植物（特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律に
基づき国が指定する「特定外来生物」は除く。）を基本方針に基づき
地域を定めて指定する。

第２ 指定外来動植物に関する規制
１ 指定外来動植物の取扱い

指定外来動植物の飼養等(飼養・栽培・保管・運搬)をする者は，逸
走・逸出しないように適切な施設に収容しなければならない。

２ 放出等の禁止
指定外来動植物は，規制地域内において，施設外で放出等(放出・

植栽・は種)をしてはならない。



３ 販売に当たっての説明
指定外来動植物の販売を業とする者は，購入しようとする者に対し

て，指定外来動植物であること及び飼養等に関する義務などの説明を
行わなければならない。

４ 助言又は指導
知事は，指定外来動植物が逸走・逸出しないよう適切に飼養等を行

っていないと認められる者又は販売を業とする者に対して，必要な助
言又は指導をすることができる。

５ 勧告及び公表
知事は，指定外来動植物の取扱い，放出等の禁止，販売に当たって

の説明の規定に違反した者に対して，行為の中止等，必要な措置を勧
告することができる。

知事は，正当な理由なく勧告に従わない者がある場合，あらかじめ
弁明の機会を与えた上で，その者の氏名等を公表することができる。

第３ 指定外来動植物の防除等
１ 指定外来動植物の防除等

県は，指定外来動植物により，生態系に係る著しい被害が生じ，又
は生じるおそれがある場合，国，市町村及び県民等と連携し，防除な
ど必要な措置を講じる。

２ 土地への立入り等
知事は，指定外来動植物の防除等のため，職員を他人の土地に立ち

入らせ，指定外来動植物の捕獲，採取や，これらの支障となる立木竹
を伐採させることができる。

３ 損失の補償
県は，職員の土地への立入り等により損失を受けた者に対しては損

失補償を行う。

第４ 雑則
１ 外来動植物対策推進員

知事は，必要な助言又は指導，啓発活動等を行わせるため，外来動
植物対策推進員を置くことができる。

２ 国及び他の地方公共団体との協力
県は，指定外来動植物による生態系に係る被害の防止に関する施策

を推進するため，国及び他の地方公共団体と協力するよう努める。

３ 県民等の活動の促進
県は，県民等又は団体などが条例の趣旨に基づき指定外来動植物に

よる生態系に係る被害の防止に関する自発的に行う活動について，必
要な助言，指導その他の支援措置を講ずるよう努める。


